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加悦谷祭
（４月 30 日撮影）

水・緑・空  笑顔かがやく ふれあいのまち
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02 	 特集　与謝野 3 大祭

16　町政懇談会日程　

●主な記事
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写真で見る

⑦二ツ岩の担い屋台（与謝）

⑧町内をねり歩く稚児行列（四辻）

⑨太刀振りの奉納（上山田）

⑩かまどを清めて回る（香河）

⑪畠中神社へ向けて進む祭礼（滝）

⑫長宮神社の神楽奉納（金屋）

⑬深田神社を出発し町内をねり歩く（幾地）

⑭大宮神社の舞台で披露された笹囃子（石川）

⑮鎌倉神社の神楽奉納（奥滝）

⑯太刀振りの出番を待つ子どもたち（下山田）

①２年ぶりに披露された子ども歌舞伎（後野）

②太刀振りの奉納（温江）

③囃しながら町内をねり歩く（明石）

④神社へ向かう祭礼の屋台巡行（岩屋）

⑤一宮神社で奉納された神楽（加悦奥）

⑥天満神社の勇壮な神輿（加悦・算所）

加悦谷祭4/29・30

多彩な祭でまちが盛り上がる

特集

　町内各地で春の例祭、加悦谷祭、岩滝祭、三河
内曳山祭が行われました。
　華やかな衣装に身を包んだ子どもたちや迫力あ
る神輿の巡行、美しい笛の音色など、それぞれの
特色ある祭りが行われ、各地は活気に満ちあふれ
ていました。
　今回は、与謝野の３大祭りを写真で紹介します。

与謝野の 3大祭

⑪

⑫

⑬ ⑭

⑮

⑯

⑩

⑨

⑦ ⑧

①

②

③

④ ⑤ ⑥
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①木積神社の太刀振り（石田）

②子ども祭囃子を披露（弓木）

③水無月神社の神楽奉納（弓木）

④金的をねらい矢を射る（男山）

⑤庁舎前は大勢の観客が集まる（岩滝連

合）

⑥長い石段を下る（男山）

⑦木積神社に神輿を奉納する（石田）

⑧多くの神楽が披露される（岩滝連合）

迫力のある神輿でまちが活気付く

4 ／ 30・５／１岩滝祭

①倭文神社境内の神楽奉納

②祭礼は大幟と神楽に屋台が続く

③山屋台から曳き手に声をかける

④須代神社の神を呼ぶ「神招ぎ」

⑤子ども屋台からは軽快な囃子の音

が聞こえる

⑥出発を待つ子ども屋台

⑦華やかに飾られた山屋台

５/ ３・４三河内曳山祭
色鮮やかな山屋台でまちが華やぐ

① ②

③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

① ②

③

④

⑤

⑥ ⑦
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がんばってます！消防団 編集 ● 岩滝方面隊

  

記
憶
と
そ
の
種
類

記
憶
と
は
、
経
験
や
体
験
を
脳
に
保
存

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
記
憶
す
る
過
程

に
は
、
保
存
す
る
内
容
を
処
理
す
る
こ
と

(

記
銘)

、
記
銘
し
た
こ
と
を
脳
に
保
存

し
て
お
く
こ
と(

保
持)

、
保
持
し
て
い

る
内
容
を
思
い
出
す
こ
と(

想
起)

が
あ

り
ま
す
。
記
憶
に
は
、
い
く
つ
か
の
種
類

が
あ
り
、
時
間
や
内
容
に
よ
り
以
下
の
よ

う
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。

▼ 

短
期
記
憶
：
数
分
か
ら
数
十
分
で
消
え

る
短
い
記
憶
。
時
間
の
経
過
と
と
も
に

忘
れ
去
ら
れ
る
か
長
期
記
憶
に
移
行

▼ 

長
期
記
憶
：
自
分
や
家
族
の
名
前
な

ど
本
人
な
ら
知
っ
て
い
て
、
何
日
た
っ

て
も
覚
え
て
お
り
、
何
か
の
き
っ
か

け
で
思
い
出
す
記
憶

▼ 

エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
：
個
人
的
な
体
験
や

出
来
事(

エ
ピ
ソ
ー
ド)

の
記
憶

▼ 

手
続
き
記
憶
：
料
理
や
洗
濯
の
仕
方
、

自
転
車
に
乗
る
方
法
な
ど
身
体
で
覚

え
た
記
憶

▼ 

意
味
記
憶
：
「
い
ち
ご
は
赤
い
」「
京

都
市
は
京
都
府
に
あ
る
」
な
ど
一
般

的
な
知
識
の
記
憶

 

記
憶
と
認
知
症

記
憶
力
は
、
記
憶
す
る
過
程
に
問
題
が

起
こ
る
こ
と
で
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
認
知
症
の
主
な
症
状
は
、
記
憶

力
の
低
下
で
あ
り
、
認
知
症
が
進
む
に
つ

れ
、
短
期
記
憶
の
低
下
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
記

憶
の
低
下
、
手
続
き
記
憶
の
低
下
、
意
味

記
憶
の
低
下
が
お
こ
り
ま
す
。

今
日
の
日
付
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
新
し

い
こ
と
を
記
憶
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、

体
験
し
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
の

で
周
囲
と
話
が
か
み
合
わ
ず
、
人
間
関
係

が
悪
化
し
た
り
、「
あ
れ
」「
そ
れ
」
な
ど

の
表
現
が
多
く
な
り
、
意
思
疎
通
が
困
難

に
な
り
ま
す
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
の
低
下
で
認
知
症
と

気
づ
か
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

 

早
く
か
ら
予
防
し
ま
し
ょ
う

高
齢
に
な
れ
ば
記
憶
力
の
低
下
や
新
し

い
こ
と
が
記
憶
で
き
な
い
こ
と
は
誰
に
で

も
あ
り
ま
す
が
、
記
憶
力
の
低
下
は
、
年

齢
を
問
わ
ず
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

記
憶
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

繰
り
返
し
思
い
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

視
覚
や
聴
覚
を
使
い
な
が
ら
記
憶
を
す
る

と
長
く
保
持
さ
れ
や
す
く
、
何
か
に
関
連

づ
け
て
覚
え
る
こ
と
で
思
い
出
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
時
々
休
憩
を
し
、
軽

い
運
動
を
す
る
こ
と
で
脳
の
血
行
が
良
く

な
り
、
脳
の
働
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
多
く
は
脳
を
刺
激
し
な
い

こ
と
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
脳
を
刺
激
す
る
生
活
を
お
く
る
こ

と
で
認
知
症
は
予
防
さ
れ
ま
す
。

最
近
で
は
若
年
層
で
も
認
知
症
に
な
り

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
を
問

わ
ず
、
何
事
も
自
分
で
考
え
、
表
現
し
、

声
を
出
し
、
感
動
し
、
楽
し
い
生
活
を
心

が
け
る
こ
と
、
ま
た
、
で
き
る
だ
け
身
体

を
動
か
す
こ
と
、
脳
を
休
め
る
た
め
に
睡

眠
を
よ
く
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

脳
ト
レ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す

町
で
は
脳
ト
レ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
身
体
を
軽
く
動

か
し
な
が
ら
視
覚
や
聴
覚
を
使
い
、
自
分

で
考
え
、
声
を
出
し
表
現
す
る
こ
と
で
感

動
し
、
楽
し
み
な
が
ら
脳
を
刺
激
し
ま
す
。

詳
細
は
、
保
健
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
思
い
出
せ
な
か
っ
た
人
の
名
前
を
突
然
思
い
出
し
た
り
、

長
い
間
泳
い
で
い
な
く
て
も
、
泳
い
で
み
る
と
す
い
す
い
泳
げ
た
な
ど

と
い
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
記
憶
は
消
え
て
し
ま
う
わ
け
で
は

な
い
よ
う
で
す
。

？

？

？

？

？

与謝野町消防防災フェア 2017　～火の怖さ　知っておきたい　いつまでも～

■日 時 	 ９月10日（日）午前10時～午後2時
■場 所 	 岩滝グラウンド
■内 容 	 消防・防災体験コーナー（煙体験、消火体験、放水体験、地震体験、炊き出し訓練、レスキュー活動実演など）
	 その他、消防ポスター＆標語等展示コーナー、献血コーナー、救急コーナー、キッズコーナー

よさの百年の暮らし委員会（愛称：みらいふ）とNPO法人丹後の自然を守る会では、平成27年7月から環境美化に取り組む「ちょ
こっとボランティア」（愛称：ちょこボラ）事業を実施しています。町では、「美しい豊かな阿蘇海をつくり未来につなぐ条例」
のなかで毎年「阿蘇海の日」を設け、本年度は７月２日（日）を「阿蘇海の日」としています。環境改善の一助として「ちょ
こボラDAY」と題して阿蘇海周辺の清掃活動を実施します。みなさまお誘い合わせの上、ぜひご参加ください。

ちょこボラ DAY を開催します！

■日 時 	 ７月23日（日）午前９時～11時  ※８時50分集合
■場 所 	 阿蘇海周辺  ※集合は阿蘇シーサイドパーク管理棟
■内 容 	 阿蘇海周辺のゴミ拾い等の清掃活動
■服 装 	 清掃活動のできる格好 ▪備 考 	 現地集合・現地解散、飲み物は各自ご持参ください。

健やか広場　　記憶の話

定期的に消火器をチェックしましょう！

消火器で初期消火すると初期消火成功率70％以上と消火器の有効性は証明されていますので、正しい使い方
を身につけておくことが大切です。

　注意するポイン卜

①屋外で使うときは風上から、室内の場合は出入り口を背にする
　▶ 風下だと煙や炎に巻かれる危険があったり、薬剤が火にかからなかったりと、安全で効率的な消火作業が
できません。

　▶ 出入り口を背にするのは、逃げ道を確保するため。速やかに退室できるようにドアを背に使います。
②低い姿勢で熱や炎を避けるようにして、徐々に近づく
　▶ 火元にあまり近づいても効果は上らず、かえって炎が吹き返して危険です。
　▶ 火元をほうきで掃くように左右に振り、徐々に近づきながら消火します。

消火器を使ったことはありますか？

消火器には使い方、使用期限などが詳しく記
載されています。消火器は高圧力で消火薬剤を
噴出する構造になっていて、老朽化した消火器
はその圧力に耐えられず破裂する可能性があり
ます。使用期限内であっても不具合で使えなけ
れば意味がありません。容器にサビ、キズ、変
形はないか、圧力ゲージがグリーンゾーンを指
しているかなど、定期的に異常がないかチェッ
クしましょう。

　消火器は、初期の火災を鎮火させる重要な消火設備です。ご家庭や学校、会社に備えてあっても、知っている
ようで知らないことも多い消火器。『いざ』という時のために、もう一度消火器について見なおしてみましょう！

消火器についてもっと知ろう！

② ホースをはずして火元に向ける ③ レバーを強く握って噴射する① 安全ピンに指をかけ上に引く
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皆 さんこんにちは！ナターシャです。日本はアメリ
カのニューヨーク、イギリスのロンドンのような

四季のある温暖な気候です。一方、私の故郷バルバドス
はメキシコ、フィリピンのような熱帯の気候です。熱帯
には雨が多い「雨季」と雨の少ない「乾季」の 2 つの季
節しかありません。そのため、私
は季節の変わり目を経験することに
慣れていません。冬が終わり春に
なるとき、野山には草花が芽生え、
生命の息吹が感じられます。　　 
　日本で代表的な花といえば桜があ
げられますが、私は梅や桃の花も好
きです。今年は京都の北野天満宮で
梅の花が満開の庭園を散策しました。
また、与謝野町で愛されている椿と
向日葵の開花も毎年楽しみにしてい
ます。バルバドスでも花は愛され
ており、ハイビスカスが一年中咲い
ています。この花は、日の出と共に
開花し日没にはしおれてしまいます。 
　日本人は花に特別な思いを持っているように思います。
満開の桜は新生活の始まりと関連付けられます。また、花
はすぐに散ってしまうため、はかない美しさに心が動か
されるのだと思います。 　　　　　　　　　　　　　     

　英語の「Bloom」という言葉は、一般的には植物の花が
開花した状態を指しますが、美しさ、新鮮さ、活力に溢れ
る状態といった意味もあります。また、変化、成長、発
展するという意味もあり、私はこれらの意味を気に入っ
ています。英語には「A girl has bloomed」という言葉

があります。これは、少女が成長し
自立した女性になるということを
意味します。　　       　　　　　 
　日本には春があり、春に花が咲く
とき花粉症に苦しむ人がたくさんい
ます。同様に、変化や成長、発展は、
時には対処するのに苦労すること
もあります。しかし、花粉症に対す
るマスクのように、うまく準備すれ
ば、その変化から生まれた良いもの
を引き出して楽しむことができます。 
　私はよく「なぜ日本に来たのです
か？」と聞かれます。私はいつも「英
語を教えるために来ました」と答え
ますが、厳密に言うと私は自分自身

を開花させるために日本に来ました。自立した人間になる
ためには、適切な状況と挑戦を生み出す環境にいなければ
ならないと思っています。日本で私は開花したいと思いま
す。

丹波市の白
びゃくごうじ

毫寺で藤の花を楽しみました

A L Tリレーコラム ［第 73 回　開花 by ナターシャ・ハーパー］	 COLUMN

丹
後
ち
り
め
ん
３
０
０
年
の

歴
史
は
、
江
戸
時
代
の
享

保
年
間
に
始
ま
り
ま
す
。
京
丹
後

市
域
で
は
１
７
２
０
年
に
、
ま
た

与
謝
野
町
域
で
は
１
７
２
２
年
に

各
地
域
の
先
人
達
が
苦
労
の
末
に

西
陣
か
ら
技
術
を
持
ち
帰
り
、
丹

後
に
広
め
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
人
は
服
を
着
ま
す
。
織
物
は
人
の
人

た
る
所ゆ

え
ん以
で
も
あ
り
、
最
も
古
い
手

工
芸
技
術
の
一
つ
で
す
。
求
め
ら
れ

る
技
術
は
時
と
と
も
に
洗
練
さ
れ
、
や

が
て
高
度
な
織
物
技
術
「
ち
り
め
ん

織
」
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
高
価

な
丹
後
ち
り
め
ん
絹
織
物
は
「
ハ
レ
」

の
衣
装
と
し
て
暮
ら
し
を
彩
り
ま
す
。 

■
３
０
０
年
の
間
に
経
営
形
態
を
換

え
つ
つ
も
、
今
も
丹
後
は
国
内
絹
織

物
の
一
大
産
地
で
あ
り
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
良
く
示
す
も
の
が

与
謝
野
町
の
北
東
辺
部
に
あ
る
白

壁
・
土
壁
、
格
子
状
の
窓
・
エ
ン
ガ

キ
な
ど
多
様
か
つ
均
整
的
な
意
匠
の

糸
屋
・
機
屋
の
家
々
が
軒
を
連
ね
る

一
筋
の
道
「
ち
り
め
ん
の
道
」
で
す
。 

■
往
還
路
「
ち
り
め
ん
の
道
」
は
、
江

戸
時
代
に
始
ま
る
ち
り
め
ん
織
が
現
代

の
丹
後
の
礎

い
し
ず
えで

あ
り
続
け
て
い
る
歴

史
の
厚
み
を
醸
し
て
い
ま
す
。　
　
　

 

　
　
　
　
　
（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

時の贈り物 ［ 第 91 回　ちりめんの道の機屋の町並み　～日本遺産構成文化財～ ]	

ちりめんの道の機屋の町並み

岩滝石田三河内

加悦後野

図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

雨の日には家でゆっくり
過ごしませんか？

もうすぐやって来る梅雨の季節。雨が続くと、じめじめと湿気も多
く体も心もすっきりしないという方も多いのでは？今月はそんな季節
でも、楽しく過ごせるヒントが詰まった本をご紹介します。

一般書 ●『スマホ世代のためのパソコン入門』
村松茂／秀和システム ●『結婚の嘘』柴門ふみ
／中央公論新社 ●『明治・大正・昭和華族のす
べてがわかる本』新人物往来社／新人物往来社 

●『ねてもさめてもとくし丸』水口美穂／西日本出版社 ●『
犬が来る病院』大塚敦子／ＫＡＤＯＫＡＷＡ ●『その調理、
９割の栄養捨ててます！』東京慈恵会医科大学附属病院栄養部
／世界文化社 ●『服を１０年買わないって決めてみました』
どいかや／白泉社 ●『猫と暮らすインテリア』朝日新聞出版
／朝日新聞出版 ●『手軽でたのしいふわかわパステル画』中
村友美／誠文堂新光社 ●『錆びた太陽』恩田陸／朝日新聞出
版 ●『柳生三代の鬼謀』鳥羽亮／徳間書店 ●『素敵な日本人
』東野圭吾／光文社   児童書 ●『エリック・カールのイソッ
プものがたり』イソップ／偕成社 ●『アランの歯はでっかい
ぞこわーいぞ』ジャーヴィス／ＢＬ出版 ●『おさるのこうす
け』武田美穂／童心社 ●『やさいのがっこう　ピーマンくん
ゆめをみる』なかやみわ／白泉社 ●『プログラミング教室』
たにぐちまこと／ポプラ社 ●『鉱物キャラクター図鑑』松原
聰／日本図書センター ●『どうぶつがっこうとくべつじゅぎょ
う』トビイルツ／ＰＨＰ研究所 ●『香菜とななつの秘密』福
田隆浩／講談社 ●『フラダン』古内一絵／小峰書店 ●『ぼく
たちのリアル』戸森しるこ／講談社

今月の
新着図書

『天気痛 つらい痛み・不安の原因と治療方法』
 佐藤 純／光文社

雨が降ると頭痛がしたり、膝が痛くなった
りすることはありませんか？そんな天気に
よって生じる慢性の痛み「天気痛」に着目
し、日本で唯一の天気痛外来を開設した著
者が、天気痛の実態と発生のメカニズム、
対処・治療法を実例と共に紹介した１冊で
す。

『ゆらゆらゆれる北欧風手作りモビール』
 寺沼麻美／ネコ・パブリッシング　
部屋のわずかな空気の流れにあわせて、ゆ
らゆらゆれるモビール。この本には、紙や
フェルトなどで作るモビールの型紙がつき、
初めてでも気軽にできるようになっていま
す。紹介されているカラフルでおしゃれな
モチーフのモビールは見ているだけで、明
るい気持ちになりそう。

『あめのひのえんそく』
間瀬なおかた／ひさかたチャイルド

今日は待ちに待った遠足の日なのに、空は
どんより雨模様。そんな天気の中、バスは
ぶどうやまへむかって走ります。途中のト
ンネルを抜けるたび、田んぼや牧場、海と
さまざまな景色が描かれていきます。目的
地に着いたときの楽しい仕掛けに、きっと
気分も晴れ晴れになること間違いなしです。

『５回で折れる！折り紙おもちゃ』
 築地制作所編／ＰＨＰ研究所　
年齢にかかわらず、家族みんなで楽しめる
のが折り紙の良いところ。この本ではたっ
た５回のステップで折れる折り紙が紹介さ
れているので、ぶきっちょさんでも安心し
てチャレンジできます。また折った後も、
動かせたり、着せ替えができたりと作った
後も楽しめますよ。

■日時	 ６月23日（金） ※毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■お問い合せ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む
第 62 回「蛍の探し物」

　　図書館おはなし会

[ 本　館 ] ７月 ２日（日）午後２時～
	 （七夕おはなし会）

[加　悦 ] ７月 15日（土）午前10時 30分～
[野田川 ] ６月 17日（土）午前10時 30分～
	 （紙芝居の日）
	 ７月 １日（土）午前２時～
	 （七夕おはなし会）

Info

◆　図書館の本は大切に　◆

図書館にある本は、町民みなさんの大切な財産です。
汚したり破ったりしないように、大切に扱ってください。
また、うっかり本を傷めてしまった場合には、勝手に修理
しないで（セロハンテープでの修理は本を傷めます）、職
員へご相談ください。
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まちの 話題 お届けします
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大江山登山マラソン参加者募集中！
第 12 回よさの大江山登山マラソン大会 問　社会教育課 ☎ 43-9026

湯
田
友
美
さ
ん

昨年のスタート直後の様子

種　目
年齢別部門 スタート

時刻 参加料
男 女

大江山縦走コース
23.5 ㎞

1 部（高校生以上 39歳以下） 4 部（高校生以上 39歳以下）
10：00 4,000 円2 部（40歳以上 49歳以下） 5 部（40歳以上）

3 部（50歳以上）

ちりめん街道コース
10 ㎞

6 部（中学生以上 39歳以下） 8 部（中学生以上 39歳以下）
10：15

3,000 円
中学生

2,000 円7 部（40 歳以上） 9 部（40歳以上）
チャレンジコース 3.5 ㎞ 小学生以上の男女 10：20 1,000 円

今
年
も
開
催
し
ま
す

　

今
年
は
ワ
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ル
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籍
中
に
女

子
駅
伝
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で
活
躍
さ
れ
た
「
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さ
ん
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お
迎
え
し
、
９
月
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日
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江
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動
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ゴ
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と
し
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差
８
０
０

ｍ
の
よ
さ
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大
江
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登
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マ
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ソ
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会
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開
催
さ
れ
ま
す
（
23
・
５
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の
部
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他
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り
め
ん
街
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舗

装
路
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通
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の
部
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フ
ァ
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リ
ー
用
の
３・
５
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部
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あ
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す
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み
な
さ
ま
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参
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。
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７
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）
当
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で
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ま
た
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よ
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江
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ソ
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行
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事
務
局
（
与
謝
野
町
教
育

委
員
会
内
）
☎
４
３・９
０
２
６

教科書展示会の開催について
問　学校教育課 ☎ 43-9025

教
育
関
係
者
の
調
査
研
究
に
役
立
て
る
と
と

も
に
、
保
護
者
等
の
教
科
書
に
対
す
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高
め
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に
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成
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め
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催
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覧
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８
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セ
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科
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６
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５
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前
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５
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ご
希
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悦
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学
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課
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お
越
し
く
だ
さ
い
。
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加悦中学校 A チームの力走

●阿蘇海一周マラソン

白熱したレース展開に
5月 13日、小雨の降るなか阿蘇海一周マラソンが開催
され、宮津市、伊根町、与謝野町から、男女合わせて16
チームが参加しました。与謝野町からは加悦中学校、江陽
中学校、橋立中学校が出場し、加悦中学校Ａチーム2区
の小牧波亜斗さんが自身が持つ区間記録を更新し、白熱し
たレース展開となりました。町内から出場した各学校およ
び各チームの大会結果は次のとおりです。

【総合男子の部】
	 1位	 江陽中学校
	 2位	 加悦中学校
	 4位	 橋立中学校
【男子の部】
	 1位	 加悦Ａ
	 2位	 江陽Ａ
	 4位	 橋立Ａ
【女子の部】
	 2位	 橋立中学校
	 3位	 江陽中学校
	 4位	 加悦中学校

●シルクプロジェクト

桑苗の植樹作業
５月14日、石川大宮地区（香河境）
において「与謝野シルクプロジェク
ト推進協議会」が、同協議会メンバー、
地元農事組合、商工会などから約70
名の参加者を募って、桑の苗木約
4000本を約0.5ｈａの圃場に植えつ
けました。この事業は与謝野ブラン
ド戦略の一環で、桑栽培、養蚕を行
い、民間のアイデアと実行力によっ
て、桑・シルクを軸にした「しごと
創出」を目的に取り組まれています。

多くの協力者により桑の苗が植えられました キハ 101 型の前には多くの来場者が列を成しました

●加悦鉄道まつり

懐かしのキハ 101 型
5月６日、7日の２日間にわたり
加悦SL広場で、恒例の「加悦鉄道
まつり」が開催され、多くの親子連
れや鉄道ファンで会場はにぎわいを
みせました。
会場ではNPO法人「加悦鉄道保
存会」が2004年に復元した加悦鉄
道の「キハ101」の体験乗車会が行
われ、子どもたちは歓声を上げると
ともに、鉄道ファンや地域住民も懐
かしんでいました。

●着付教室（卒入学講座）

きもの着付教室を開催しました
和装に触れる機会を
増やすことを目的とし
て、きもの着付教室を
２月 17 日から全６回
（18講座）、野田川わー
くぱるで開催しました。
本講座では、京都き
もの藤原学院丹後分校
から講師の先生をお招
きし、子どもの卒入学
式という特別な日に着
物で出席することを
テーマに、朝の部、昼
の部、夜の部の 3部構
成で、計36名の方の受
講がありました。
閉講式では、皆さん
着物を素敵に着こなさ
れ、終始華やかな雰囲
気に包まれていました。

閉講式（昼の部）

閉講式（朝の部）

閉講式（夜の部）

●新緑の手仕事展 2017

与謝野を感じる工芸品
5月６日、7日の２日間にわたり
与謝野町文化工芸の里で「新緑の手
仕事展」が開催され、多くの来場者
で賑わいました。
両日、会場では工芸の里で創作活
動を行っている職人たちによる作品
展示・販売が行われ、収穫したばか
りの野菜や焼きたてパンの販売も行
われました。また江山文庫では、加
悦谷高校合唱部によるミニコンサー
トが行われ、会場を盛り上げました。

来場者に丁寧に説明する工芸作家さん
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町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

平成 29年 4月末現在

まちのうごき

人　口	22,406 人（＋ 6）
　男　	10,688 人（＋ 6）
　女　	11,721 人（0）
世帯数	 9,132 戸（＋38）

※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、4 月 16 日から 5 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）
総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）
税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

訂正とお詫び
『広報よさの５月号』（No.135）
において誤植がございました。
謹んで訂正しますとともに、
以下の通り訂正してお詫びい
たします。
■ P ３「取組２」⑦の写真キャ
プション表記。
正しくは、左より加悦小、石
川小、三河内小の順。

■ P16「おめでとうございま
す」の氏名表記。
正しくは、進藤　凛花

介護予防・日常生活支援総合事業のご案内
65 歳以上の皆様へ 問　福祉課 ☎ 43-9021

★基本チェックリストとは？
基本チェックリストは、25 の質問で日常生活に必要な機

能が低下していないかを調べるものです。
介護予防デイ・ヘルパー・緩和型サービスのみを希望され

る場合には、基本チェックリストによる簡易な判定でサービ
スを利用することができます。

☆基本チェックリストの一部紹介
■ バスや電車で１人で外出していますか？
■ 転倒に対する不安が大きいですか？
■ 週に１回以上は外出していますか？
■ 今日が何月何日かわからないときがありますか？

★基本チェックリスト該当者に受けていただけるサービス

緩和型通所サービス

▶ クアハウス岩滝「Cｏ Cｏトレ（こことれ）」
▶ 与謝野町社協「すこやか体操」
▶ ねもとリハビリテーション「リフィットねもと」
▶ 丹後福祉応援団「やすらサンデークラブ」
　※ いずれも運動機能の向上を目的とした介護予防教室です。

緩和型訪問サービス
▶ シルバー人材センターによる緩和型ヘルパーサービス
　その他既存事業所による介護予防デイサービス・介護予
防ヘルパーサービスをご利用できます。

　※ 非該当の方も、おたっしゃ倶楽部等「一般介護予防事業」
を受けていただけます。

与
謝
野
町
で
は
、
昨
年
度
ま

で
、年
度
当
初
に
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
を
65
歳
以
上
の
町

民
の
皆
様
に
配
布
し
、
そ
れ
を

と
り
ま
と
め
た
後
、
希
望
者
に

介
護
予
防
関
連
の
一
部
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
、
介
護

予
防
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予

防
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
お
よ
び
緩

和
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望

さ
れ
る
場
合
、
福
祉
課
窓
口
で

の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

に
よ
る
簡
易
な
判
定
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※ 

聞
き
取
り
に
よ
り
医
療
面
で

懸
念
の
あ
る
方
は
同
時
に
要
介

護
認
定
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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問　観光交流課 ☎ 43-9016

地域おこし協力隊通信 22
よさの移住コンシェルジュ 中村 幸資隊員

お
久
し
ぶ
り
で
す
。
移
住
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
活
動
し

て
い
る
中
村
で
す
。

活
動
を
開
始
し
て
か
ら
早
い

も
の
で
９
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
内
容
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
管
理
運
営
と
イ
ベ
ン

ト
開
催
準
備
の
２
点
で
す
。
課

題
は
、
与
謝
野
町
に
移
り
住
み

た
い
人
か
ら
の
相
談
が
あ
っ
て

も
、
な
か
な
か
空
き
家
物
件
を

紹
介
で
き
な
か
っ
た
り
、
仕
事

や
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
、
後
押

し
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

仕
事
を
一
人
で
抱
え
込
も
う
と

せ
ず
、
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
る
人
や
、
役
場
の
方
々
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
課
題
に

対
し
て
直
接
的
、
間
接
的
に
関

わ
っ
て
も
ら
い
、
一
緒
に
与
謝

野
町
な
ら
で
は
の
答
え
を
出
す

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
一
人
の
力
は
知
れ
て
い
ま

す
。
出
来
る
事
な
ど
微
々
た
る

モ
ノ
で
す
。
一
人
で
考
え
抜
い

て
出
す
答
え
よ
り
も
、
皆
で
意

見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
う

ほ
う
が
良
い
も
の
が
で
き
る
は

ず
で
す
。
こ
の
９
ヵ
月
で
分

か
っ
た
こ
と
は
、
私
が
率
先
し

て
行
動
を
起
こ
す
よ
り
も
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
や
り
た
い
こ
と

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ
う
が
上
手

く
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
町
民
あ
っ
て
の
与

謝
野
町
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

無
理
に
巻
き
込
も
う
と
頑
張
る

よ
り
も
、
与
謝
野
町
が
し
た
い

こ
と
を
応
援
し
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
得
る
人
を
探
し
出

し
、
育
て
る
の
が
一
番
町
の
た

め
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
し
っ
か
り
と
し
た
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
掲
げ
ら
れ
た
状
態
で

与
謝
野
町
に
来
た
の
で
、
成
果

と
し
て
目
に
見
え
る
形
で
移
住

者
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
多
く
の
移
住
者

は
人
生
を
か
け
て
来
ら
れ
ま
す

の
で
、
私
も
安
易
な
軽
い
気
持

ち
で
移
住
を
勧
め
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。
私
の
み
な
ら
ず
、

地
域
が
し
っ
か
り
と
受
入
体
制

を
整
え
な
け
れ
ば
、
移
住
は
上

手
く
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
は
地
域
な
ら
で
は
の

風
土
や
慣
習
が
あ
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
そ
こ
に
溶
け
込
む
の

は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
と
し
て
、
町
と
し
て
、

本
当
に
移
住
者
が
欲
し
い
の
か
、

欲
し
い
と
し
た
ら
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
私
一

人
で
到
底
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
た
め
、
改
め
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

田
舎
は
都
会
以
上
に
人
が
重

要
で
す
。
田
舎
に
は
自
然
が
多

い
、
人
が
優
し
い
、
助
け
合
い

精
神
が
あ
る
、
人
と
の
繋
が
り

が
強
く
孤
独
に
な
り
に
く
い
な

ど
良
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
受
け
入
れ
側

が
あ
ま
り
に
も
「
郷
に
入
れ
ば

郷
に
従
え
」
を
説
い
て
は
、
移

住
者
は
孤
立
し
、
精
神
的
に
も

肉
体
的
に
も
疲
弊
し
て
し
ま
う

可
能
性
が
高
い
で
す
。

私
は
与
謝
野
町
に
移
り
住
ん

で
本
当
に
良
い
町
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
海
と
山
が
近
く
自
然

に
溢
れ
て
い
て
、
良
い
意
味
で

ま
と
ま
り
が
あ
り
、
決
し
て
閉

鎖
的
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
仲
間

同
士
で
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
協
力
し
な
が
ら
新
し
い
こ

と
を
生
み
出
し
、
イ
ベ
ン
ト
も

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
今
よ
り

も
、
町
・
民
間
・
各
種
団
体
・

町
民
が
一
体
と
な
れ
ば
必
ず
良

い
方
向
に
進
む
は
ず
で
す
。
楽

し
い
と
こ
ろ
に
人
は
集
ま
り
ま

す
。
そ
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す
人

が
増
え
れ
ば
、
自
然
と
移
住
者

は
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

織物産地とつながる特設サイト「ひらく織」を開設しました
与謝野ブランド戦略事業 問　商工振興課 ☎ 43-9012

与
謝
野
町
で
は
、
与
謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
事
業
の
一
環
と
し
て
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル

産
地
と
し
て
の
認
知
拡
大
と
新
た
な
し
ご

と
創
出
（
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開
発
）

を
目
的
に
、
次
世
代
の
担
い
手
で
あ
る
若

手
織
物
事
業
者
を
対
象
に
「
ヨ
サ
ノ
オ
ー

プ
ン
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
は
、
織

物
事
業
者
と
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
「
織
り
」
の
可
能
性

を
実
験
・
探
求
し
、
平
成
28
年
度
は
前
年

度
で
見
出
し
た
可
能
性
を
も
と
に
、
織
物

事
業
者
が
今
後
の
本
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
、「
ひ
ら
く
織
‐
産
地
交

流
か
ら
始
め
る
日
本
の
織
物
産
業
の
強
化

‐
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
産
地
の
技
術
や

課
題
を「
開
き
」、織
物
の
可
能
性
を「
拓
く
」

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
産
地
交
流

を
推
進
す
る
媒
体
と
し
て
開
設
し
た
特
設

サ
イ
ト
「
ひ
ら
く
織
」
で
は
、
若
手
織
物

業
者
が
全
国
の
織
物
産
地
を
訪
ね
、
ま
た

他
産
地
か
ら
の
訪
問
を
受
け
入
れ
、
交
流

を
行
う
様
子
を

掲
載
し
て
い
き

ま
す
。
第
１
弾

と
し
て
「
西
脇

産
地
‐
播
州
織
‐
」

の
レ
ポ
ー
ト
を

公
開
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://yosano-branding.jp/opentextile/

平成 29 年度　全国安全週間スローガン

　組織で進める安全管理

	 　　みんなで取り組む安全活動

		  　　未来へつなげよう安全文化

期間 ７月１日～７月７日

心配ごと相談・行政相談会場変更について

加悦地域の心配ごと相談・行政相談の会場が、「役場加悦庁舎」に
変更となりましたので、お間違えないようお願いします。

心配ごと相談・行政相談は、日頃の心配ごと、行政、人権に関する
相談を伺います。身近な問題でお困りのかた、また、行政に対する苦
情や意見・要望等がありましたら、お気軽にお越しください。

‐加悦地域‐



お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申
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総
務
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
０

太
田
雄
貴
さ
ん
の
講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

日
時　
８
月
４
日
（
金
）　
午
後
３
時
～
４
時
半

場
所　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

講
師　
太
田
雄
貴
氏（
元
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
）

内
容　
「
ひ
と
つ
の
夢
に
か
け
る
」

定
員　
１
０
０
人

参
加
費　
無
料

　　
厚
生
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

受
付
期
間　
６
月
22
日
（
木
）
午
前
９
時
～
７

月
６
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で　
※ 

先
着
順

　　
（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会　

☎
０
７
５・４
１
１・０
０
８
４

HP
ア
ド
レ
スhttp://www.kyoto-koseikai.or.jp

観
光
交
流
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
６

加
悦
生
産
物
販
売
施
設
の
再
開
に
つ
い
て

本
年
４
月
１
日
よ
り
休
館
し
て
い
る
「
加
悦

生
産
物
販
売
施
設
（
道
の
駅
シ
ル
ク
の
ま
ち
か

や
）」
を
農
産
物
直
売
所
と
し
て
再
開
い
た
し

ま
す
。

日
程　
６
月
10
日
（
土
）
か
ら

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

※ 

定
休
日
：
毎
週
水
曜
日

企
画
財
政
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
５

ど
こ
で
も
町
長
室
の
開
催

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
形
式
で
町
政
全
般
に

つ
い
て
、
き
た
ん
の
な
い
意
見
を
伺
い
ま
す
。 

※ 

要
望
や
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

日
時　
６
月
28
日
（
水
）
正
午
～
午
後
１
時
半

場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

対
象　
町
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
方
で
構
成
さ

れ
た
団
体
・
個
人
（
先
着
順
）

問
・
申　
６
月
26
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

に
企
画
財
政
課
（
☎
４
３・９
０
１
５
）
へ

防
災
安
全
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
１

ホ
ン
デ
リ
ン
グ
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ホ
ン
デ
リ
ン
グ
事
業
と
は
、
不
要
な
本
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
売
却

代
金
を
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
す
る

支
援
活
動
に
あ
て
る
取
り
組
み
で
す
。
役
場
本

庁
舎
１
階
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す
の

で
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※ 
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
ら
れ
た
本
な
ど
は
、

お
返
し
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

※ 

売
却
に
つ
な
が
る
本
な
ど
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ

コ
ー
ド
が
裏
表
紙
等
に
つ
い
た
も
の
で
す
。

　
　
防
災
安
全
課　
☎
４
３・９
０
１
１

保
健
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
２

住
民
健
診
の
申
し
込
み
受
付
の
延
長
に
つ
い
て

た
だ
い
ま
、
住
民
健
診
の
申
し
込
み
受
付
を

延
長
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

最
終
締
め
切
り　
６
月
20
日
（
火
）
午
後
５
時

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
今
年
度
の
「
健
診
申
込
書
」（
４
月
末
ま

で
に
配
布
）
を
本
庁
舎
・
野
田
川
庁
舎
の
住
民

環
境
課
住
民
係
、
ま
た
は
、
加
悦
庁
舎
保
健
課

へ
お
持
ち
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
女
性
20
歳
以
上・男
性
39
歳
以
上（
与

謝
野
町
国
保
の
方
は
30
歳
以
上
）
の
方
で
転
入

さ
れ
た
方
、
ま
た
は
健
診
申
込
書
を
紛
失
さ
れ

た
方
は
申
込
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
加
悦
庁
舎

保
健
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　　
保
健
課　
☎
４
３・９
０
２
２

子
育
て
応
援
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
４

第
４
回
子
ど
も
文
化
交
流
フ
ェ
ス
タ
「
つ
な
が

ろ
う
子
ど
も
た
ち
in
岩
滝
」
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
た
ち
に
手
作
り
の
あ
た
た
か
い
文
化

を
届
け
る
た
め
、
第
４
回
子
ど
も
文
化
交
流

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
半
開
演

場
所　
知
遊
館　
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

参
加
費　
入
場
無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加
い
た

だ
け
ま
す
）

企
画
運
営　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　
宮
津
・
与
謝
子
育

て
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　　

子
育
て
応
援
課
家
庭
応
援
係
ま
た

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
津
・
与
謝
子
育
て

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
千
賀
（
☎

０
９
０・１
５
９
８・４
０
１
８
）
ま
で

商
工
振
興
課
　
℡
４
３
・
９
０
１
２

与
謝
野
町
産
業
振
興
会
議
　
第
４
期
公
募
委
員

を
募
集
し
ま
す

与
謝
野
町
で
は
、
本
町
の
産
業
振
興
に
係
る

重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関
と
し
て
、
平
成
22

年
度
か
ら
「
与
謝
野
町
産
業
振
興
会
議
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
第
４
期
委
員
を

設
置
す
る
に
あ
た
り
、
委
員
の
一
部
を
公
募
し

ま
す
の
で
、
熱
意
を
持
っ
て
与
謝
野
町
の
産
業

振
興
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
方
は
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　
２
名
（
男
女
各
１
名
）

応
募
資
格　
町
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人
で
、

与
謝
野
町
の
行
政
運
営
に
関
心
が
あ
り
、
会
議

に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方
（
本
年
度
は
５
回

程
度
の
会
議
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

任
期　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

報
酬　
会
議
へ
の
出
席
ご
と
に
、
別
に
定
め
る

報
酬
を
お
支
払
い
し
ま
す
。（
１
日
に
つ
き
６
，

０
０
０
円
以
内
）

応
募
方
法　
６
月
26
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

に
、「
応
募
用
紙
お
よ
び
小
論
文
」
を
商
工
振

興
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

小
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
私
の
考
え
る
『
新
し

い
視
点
』
で
の
与
謝
野
町
の
産
業
振
興
」
で
す
。

小
論
文
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

※ 

応
募
用
紙
は
商
工
振
興
課
お
よ
び
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
ま
す
。

選
考
方
法　
応
募
書
類
を
も
と
に
審
査
し
ま
す
。

選
考
結
果
は
７
月
上
旬
に
応
募
者
宛
に
直
接
通

知
し
ま
す
。
※ 

選
考
の
結
果
、
公
募
委
員
の
採

用
を
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　　
商
工
振
興
課　
☎
４
３・９
０
１
２

ゆ
か
た
着
付
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

期
間　
６
月
30
日
、７
月
７
日
、７
月
14
日
（
毎

週
金
曜
日
・
全
３
回
）
※ 

参
加
費
無
料

時
間　
▼ 

朝
の
部　
午
前
９
時
半
～
11
時 

▼ 

昼

の
部　
午
後
１
時
半
～
３
時 

▼ 

夜
の
部　
午
後

８
時
～
９
時
半　
※ 

申
し
込
み
時
に
ご
希
望
の

部
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る　
教
養
文
化
室

講
師　
京
都
き
も
の
藤
原
学
院
丹
後
分
校

内
容　
各
自
で
ゆ
か
た
（
夏
用
着
物
も
可
）
を

持
ち
こ
み
、
着
付
け
技
術
を
習
得
し
ま
す
。
男

性
は
、
帯
結
び
（
角
帯
・
兵
児
帯
）
を
中
心
と

し
た
着
付
け
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

参
加
資
格　
町
内
在
住
の
方

　　
６
月
21
日（
水
）ま
で
に
、商
工
振
興
課（
☎

４
３・９
０
１
２
）
へ

平
成
29
年
度
労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ
い
て

～
事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
～

労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
は
、
６
月
１
日
か

ら
７
月
10
日
（
土
日
・
祝
祭
日
は
除
く
）
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、昨
年
度
と
同
様「
石

綿
健
康
被
害
救
済
法
」
に
基
づ
く
、
一
般
拠
出

金
の
申
告
納
付
も
併
せ
て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
申
告
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
京
都
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課

☎
０
７
５・２
４
１・３
２
１
３

住
民
環
境
課
　
℡
４
３
・
９
０
３
０

「
阿
蘇
海
の
日
」
啓
発
事
業

日
程　
７
月
２
日
（
日
）

内
容

①
阿
蘇
海
周
遊
体
験
学
習
会  

※ 

参
加
費
無
料

場
所　
文
珠
汽
船
乗
り
場

出
航　
午
前
10
時
半
（
集
合
…
10
時
10
分
）

②
講
演
会
・
取
組
発
表

時
間　
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
　
み
や
づ
歴
史
の
館
文
化
ホ
ー
ル

▼ 

取
組
発
表
〈
午
後
１
時
45
分
～
２
時
15
分
〉

…
与
謝
小
学
校

▼ 

講
演
会
〈
午
後
２
時
半
～
４
時
〉

…
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
・
気
象
予
報
士　
正
木

明
氏

▼ 

展
示
コ
ー
ナ
ー
（
行
政
、
住
民
等
の
取
組
紹

介
）
…
・
阿
蘇
海
等
環
境
改
善
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
の
展
示
・ 

住
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
阿
蘇
海
清
掃
活
動
な
ど
の
取

り
組
み
・ 

海
洋
高
校
の
取
り
組
み
な
ど

問　
住
民
環
境
課　
☎
４
３・９
０
３
０　

農
林
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
３

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
！

初
夏
・
梅
雨
明
け
か
ら
農
作
業
中
の
熱
中
症

事
故
が
多
発
し
ま
す
。
１
人
作
業
を
極
力
控
え
、

２
人
以
上
の
作
業
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

水
分
補
給
・
こ
ま
め
な
休
憩
・
暑
い
時
間
帯
の

作
業
を
控
え
、
熱
中
症
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

狩
猟
免
許
の
取
得
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

町
で
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
班
の
活
性
化
と
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物
被
害
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
ま
た
は
銃

猟
）
の
取
得
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　　
農
林
課　
☎
４
３・９
０
２
３　
　

社
会
教
育
課
　
℡
４
３
・
９
０
２
６

「
大
正
琴
の
集
い
」
の
開
催
に
つ
い
て

日
時　
７
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
半
か
ら

場
所　
丹
後
文
化
会
館　
※ 

入
場
料
無
料

　
　
堀 

真
弓
氏　
☎
０
７
７
２・６
４・４
４
３
７

知
遊
館
　
℡
４
６
・
２
４
５
１

な
る
せ
わ
か
こ
パ
ス
テ
ル
画
展
の
お
知
ら
せ

日
時　
７
月
２
日
（
日
）
～
７
月
30
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　
※ 

月
曜
日
休
館

場
所　
知
遊
館
展
示
室　
※ 

入
場
無
料

問 申

問申

問 問

問

申問

問問

問

平成29年４月19日、宮津与謝地区保護司会では更生保護活動を行う拠点として、与謝野町中央公民館２
階に「更生保護サポートセンター」を開所しました。サポートセンターでは、保護司が広く住民の皆さんを対
象に、薬物などの犯罪や非行防止・更生保護に関することの相談をお受けしています。お気軽にご相談くださ
い。（秘密厳守・相談無料）
■ 相談日　毎週月・水・金　午前10時～午後３時（祝祭日、年末年始を除く）
■ 場所　与謝野町中央公民館２階　更生保護サポートセンター
　　宮津与謝地区保護司会　☎ 47-9550

相談活動を始めました

平成 29 年度「狩猟免許試験及び講習会」のお知らせ　　　　　　　
農林課

　☎ 43-9023

開催日時 会　　場 受付開始日 受付締切

7 月 22 日（土） 京都社会福祉会館

6 月 1日（木）

7月 12 日（水）
9 月 9 日（土） 綾部市市民センター 8 月 30 日（水）
9 月 24 日（日） 京都社会福祉会館 9 月 13 日（水）
12 月 7 日（木） 京都社会福祉会館 11 月 29 日（水）

試験科目・・・知識試験、適正試験、技能試験
問い合わせ・申し込み　
　丹後広域振興局企画調整室　☎ 62-4315
　※ 受付時間：午前8時30分から午後5時まで（ただし、
正午から午後1時までを除く。）

　※ 受付期間：日曜日、土曜日および祝日は除く。
　※ 申請用紙は役場農林課でも用意しています。

開催日時 会　　場 受付開始日 受付締切

7 月 1 日（土）

ガレリアかめおか
6 月 5日（月） 6月 23 日（金）

9 月 2 日（土） 7 月 18 日（火） 8月 25 日（金）
12 月 2 日（土） 11 月 6日（月）11月 24 日（金）

◆狩猟免許試験日程

◆講習会日程 講習内容・・・狩猟に関する法令、鳥獣類の保護管理知
識・判別、猟具の知識・取り扱い

受講料・・・一般の方：12,000円、猟友会員：10,000円
問い合わせ・申し込み　　
　一般社団法人京都府猟友会　☎ 075-821-5225
　※ 申請用紙は役場農林課でも用意しています。
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町政懇談会の日程をお知らせします
●皆様の声をお聞かせください！

今年は各地区 24 会場で町政懇談会を開催します。今年度は、「町政全般」をテーマとし、平成 29 年度
当初予算の概要を説明し、皆様の意見を聞かせていただく形ですすめてまいります。

●時間はすべて午後 7 時 30 分からです
町政懇談会の資料は 6 月 9 日発行『広報よさの特別号』を使用します。
お住まいの地域以外の会場でも町政懇談会に参加していただけます。

〔保育ルーム（事前受付制）〕
お子様連れでご来場いただけるように「保育ルーム」を設置します。事前に受け付けさせてい
ただきますので、各会場開催日の７日前までにお申し込みください。
申し込み先　企画財政課 43-9015

積極的なご参加をお待ちしています！

加
悦
地
域

6 月 19 日 ( 月 ) 算所区 算所会館
6月 20 日 ( 火 ) 加悦奥区 加悦奥地区公民館
6月 21 日 ( 水 ) 加悦区 加悦地区公民館
6月 23 日 ( 金 ) 後野区 後野地区公民館
6月 26 日 ( 月 ) 与謝区 与謝地区公民館
6月 27 日 ( 火 ) 金屋区 金屋地区公民館 
6 月 28 日 ( 水 ) 明石区 明石地区公民館
7月 3日 ( 月 ) 滝区 滝地区公民館
7月 4日 ( 火 ) 温江区 温江地区公民館
7月 7日 ( 金 ) 香河区 香河地区公民館

岩
滝
地
域

7 月 10 日 ( 月 ) 石田区 石田地区公民館
7月 11 日 ( 火 ) 弓木区 弓木地区公民館
7月 12 日 ( 水 ) 立町区 立町会館
7月 14 日 ( 金 ) 浜町区 浜町会館
7月 18 日 ( 火 ) 藪後区 藪後集会所
7月 19 日 ( 水 ) 東町区 東町会館
7月 24 日 ( 月 ) 男山区 男山地区公民館

野
田
川
地
域

7 月 25 日 ( 火 ) 三河内区 三河内地区公民館
7月 28 日 ( 金 ) 岩屋区 岩屋地区公民館
7月 31 日 ( 月 ) 石川区 石川農構センター
8月 1日 ( 火 ) 幾地区 幾地地区公民館
8月 2日 ( 水 ) 四辻区 四辻地区公民館
8月 4日 ( 金 ) 上山田区 上山田地区公民館
8月 7日 ( 月 ) 下山田区 下山田地区公民館


